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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，ステンレス協

会（JSSA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。こ

れによって，JIS G 4902:1991 は改正されこの規格に置き換えられ，また，JIS H 4551:2000 は廃止され，こ

の規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格に従うことは，次の者の有する特許権等の使用に該当するおそれがあるので，留意する。 

種類の記号 特許権者 発明の名称 特許番号 設定の登録の年月日

NCF354 日本冶金工業株式会社 有機酸と塩分を含有する環境下で

使用するステンレス鋼 

第 4325141 号 2009 年 6 月 19 日 

NCF020 日本冶金工業株式会社 耐硫酸腐食性，耐粒界腐食性および

表面性状に優れる Fe-Ni-Cr 系合金

およびその製造方法 

第 5950306 号 2016 年 6 月 17 日 

NW6210 日立金属株式会社 熱間鍛造性および耐食性に優れた

Ni 基合金 

第 5725630 号 2015 年 4 月 10 日 

上記の，特許権等の権利者は，非差別的かつ合理的な条件でいかなる者に対しても当該特許権等の実施

の許諾等をする意思のあることを表明している。ただし，この規格に関連する他の特許権等の権利者に対

しては，同様の条件でその実施が許諾されることを条件としている。 

この規格に従うことが，必ずしも，特許権の無償公開を意味するものではないことに注意する必要があ

る。 

この規格の一部が，上記に示す以外の特許権等に抵触する可能性がある。経済産業大臣及び日本産業標

準調査会は，このような特許権等に関わる確認について，責任はもたない。 

なお，ここで“特許権等”とは，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権をいう。 

注記 工業標準化法に基づき行われた申出，日本工業標準調査会の審議等の手続は，不正競争防止法

等の一部を改正する法律附則第 9 条により，産業標準化法第 12 条第 1 項の申出，日本産業標準

調査会の審議等の手続を経たものとみなされる。 
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日本産業規格          JIS 
 G 4902：2019 
 

耐食耐熱超合金，ニッケル及びニッケル合金－ 

板及び帯 

Corrosion-resistant and heat-resistant superalloy, nickel and nickel alloy- 

Plate, sheet and strip 

 

1 適用範囲 

この規格は，熱間圧延又は冷間圧延した耐食耐熱超合金，ニッケル及びニッケル合金の板（以下，板と

いう。）及び帯（以下，帯という。）について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS G 0320 鋼材の溶鋼分析方法 

JIS G 0321 鋼材の製品分析方法及びその許容変動値 

JIS G 0404 鋼材の一般受渡し条件 

JIS G 0415 鋼及び鋼製品－検査文書 

JIS G 0551 鋼－結晶粒度の顕微鏡試験方法 

JIS G 0567 鉄鋼材料及び耐熱合金の高温引張試験方法 

JIS G 0802 ステンレス鋼板の超音波探傷検査方法 

JIS H 1270 ニッケル及びニッケル合金－分析用試料採取方法及び分析方法通則 

JIS Z 2241 金属材料引張試験方法 

JIS Z 2243-1 ブリネル硬さ試験－第 1 部：試験方法 

JIS Z 2244 ビッカース硬さ試験－試験方法 

JIS Z 2245 ロックウェル硬さ試験－試験方法 

JIS Z 2343-1 非破壊試験－浸透探傷試験－第 1 部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模様の

分類 

 

3 種類の記号 

板及び帯の種類は 27 種類とし，その分類及び種類の記号は，表 1 による。 

 


